
（別紙３）

～ 令和8年3月31日

（対象者数） 20 （回答者数）
8

～ 令和7年3月31日

（対象者数） 11 （回答者数）
5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

現在の強みである「多様な活動」「保護者との連携」「子ど

もの主体性を尊重した支援」をさらに発展させるため、支援

内容や成長の見える化を進めるとともに、保護者参加の機会

を増やし、児童自身が目標設定や振り返りに参加できる仕組

みを充実させる。また、地域交流やSSTの実践機会を拡大

し、成功体験を積み重ねることで、社会性や自己肯定感のさ

らなる向上につなげていく。

2

研修内容の共有や事例検討を充実させるとともに、職員の専

門性と支援の質のさらなる向上を図る。

3

さらに充実を図るためには、Slackでの共有内容のルール化

（記録項目の統一）や重要情報の優先表示、振り返り・事例

共有用のチャンネル整理を行うことが有効です。また、定期

的な情報共有の確認や活用状況の見直しを行い、より確実で

質の高い連携体制を強化していく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

送迎時間帯に利用児童や保護者が集中しやすく、安全管理や

混雑対策に継続的な対応が求められています。現在は来所・

降所時間の調整や注意喚起、保護者への直接引き渡しを徹底

していますが、より安全でスムーズな送迎体制の構築が今後

の課題です。

2

非常勤職員の業務内容を明確にし、役割分担を整理すること

で業務負担の偏りをなくすことが必要です。また、シフト調

整の柔軟化や相談しやすい体制づくりを行い、働きやすい環

境を整えることも重要です。さらに、定期的な面談やフィー

ドバックの機会を設けることで不安や課題を早期に把握し、

定着につなげていくことが求められます。

3

○事業所名 NPO法人すくすくはあと　すくすくキッズ第二

○保護者評価実施期間
令和8年3月1日

○保護者評価有効回答数

令和7年3月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年3月31日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

第二、玄関トイレの狭さと段差 来所・降所時の混雑や待機スペースの不足により、怪我や事故

のリスク、雨天時の保護者の負担が生じる可能性があるため、

時間調整や安全対策を継続しながら、より安全で快適な送迎環

境の整備を進めていきます。

非常勤が定着しない 働きやすい環境づくりや業務負担の偏りの見直し。

多様な活動プログラムを通して児童一人ひとりの発達や興味・

関心に応じた支援を行っています。また、保護者との連携を大

切にし、特にコグトレでは実施内容や児童の様子を丁寧に共

有・確認しながら支援を進めています。子どもの主体性を尊重

し、社会性やコミュニケーション能力、自立に向けた力を育む

ことを強みとしています。

ビジョントレーニング、コグトレ、SST、PECS、個別・集団

療育、外出支援、地域活動など、多様なプログラムを通して児

童の成長を支援しています。

子ども自身が活動を選択し、気持ちや希望を丁寧に聞き取りな

がら主体性を育む支援を行っています。また、保護者と連携し

ながらコグトレの内容を検討し、一人ひとりに合わせた支援を

実施しています。
内部研修・外部研修・日帰り研修を通して職員の専門性向上に

努めています。研修で得た知識や実践事例を職員間で共有し、

支援の質の向上につなげることで、児童一人ひとりに対しての

支援内容を考えていること。

職員が研修で学んだ内容を事業所内で共有し、日々の支援に活

かせるよう実践的な振り返りを行っています。また、児童一人

ひとりの特性や課題に応じた支援を行う。さらに、職員同士で

事例検討や情報共有を行い、支援の質の向上を図っています。

スラックでの共有 Slackを活用し、児童の様子や支援内容を職員間で迅速に共有

することで、情報伝達の漏れを防ぎ、統一した支援の提供に努

めています。
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